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ピクテ投信投資顧問株式会社

今週は重要イベントが目白押しです。経済では欧米でGDP(国内総生産)などが公表されます。また、FOMCでは今後の金融政

策の方針が注目されます。政治では、10月末の離脱期限を前に、英国の合意なき離脱のリスクは低下しましたが、今後の動

向を占う上で今週の動きに注目しています。中国の四中全会は地味な印象ですが開催されたことに意味があると思われます。

目白押し、今週の注目イベント

今週のイベント(10月28日～11月1日）：経済、
政治の注目イベントが目白押し

2019年10⽉28⽇

どこに注目すべきか：
四中全会、香港問題、EU離脱、FOMC、GDP

グローバル

ことを確認する場となってしまうのか?香港問題でも現政権

の対応に不満が強いと見られる中、動向が注目されます。

英国のEU離脱は、合意無き離脱のリスクは低下したもの

の、結論は政治家でなく英国民に判断が委ねられそうです。

経済イベントでは、FOMCが注目されます。市場は今回の

利下げを織り込んでいます。またFOMCメンバーが政策につ

いての発言を控える期間(ブラックアウト)前のコメントでも利

下げ支持が過半と見ています。今回のFOMCでコンセンサス

を省みないリスクをとる必然性は乏しいように思えます。

一方で、保険的としている金融政策を今後も続けるかに

ついては見方が分かれるところです。不透明要因は主に2つ

で、1つ目は米中貿易戦争の動向、２つ目は米国景気です。

米中貿易戦争は水面下の協議で部分合意した模様で改

善の兆しは見られます。しかし、本格的な改善なのか依然

不透明です。金融当局の認識が問われそうです。

米国景気は堅調な個人消費と、軟調な製造業という２極

化が進行しています。ただ、２極化の継続に疑問もあり、個

人消費が製造業不振を受け腰折れすることも懸念されます。

FOMCの声明と、米連邦準備制度理事会（FRB）パウエル

議長の会見が大いに注目されます。

その点で、今週は注目の経済指標も複数公表されます。

例えば7-9月期のGDP（国内総生産)は個人消費の減速な

どを背景に好調だった４-６月期を下回る成長が予想されて

います。好調の一時的な反動減なのか、見極めが必要です。

図表1：今週(10月28日～11月1日) の主なイベント

今週（2019年10月28日～11月1日)は重要な経済並び

に政治イベントが予定されています(図表1参照)。

経済イベントとしては、米国の主要経済指標の公表と、米

連邦公開市場委員会（FOMC）が注目されます。一方、政治

イベントとしては英国の欧州連合(EU）離脱期限が10月31

日に迫っていることと、中国では中央委員会第4回全体会

議（四中全会）が注目されます。

今週は重要イベントが目白押しです。経済では欧米で

GDP(国内総生産)などが公表されます。また、FOMCでは今

後の金融政策の方針が注目されます。政治では、10月末

の離脱期限を前に、英国の合意なき離脱のリスクは低下し

ましたが、今後の動向を占う上で今週の動きに注目していま

す。中国の四中全会は地味な印象ですが開催されたことに

意味があると思われます。

以下、主なイベントのポイントを述べます。まずは中国の四

中全会を取り上げます。

中国の意思決定は、5年に1度の共産党大会で基本方針

が定められ、毎年の決定は、(共産党の)長老と党幹部の北

戴河を受け、秋に三中全会や四中全会など中央委員会総

会で党の決定を行います。翌年の全国人民代表大会(全人

代：日本の国会に相当)は可決のためという位置づけです。

しかし、中央委員会総会は18年2月以来開催されないと

いう異例の事態となっています。また、今回の四中全会も直

前まで日程が公表されず、市場では開催を危ぶむ声が上

がっていました。その背景は、推測に過ぎませんが、米中貿

易戦争と香港問題などへの対応、つまり習近平体制への不

満から開催が見送られていたと見られます。米中協議につ

いて部分合意は伝えられるも、中国国内では関税撤廃が

ゴールという声もあるようです。今回の四中全会は、それで

も開催できたことで良しとするのか、それとも不満の声が強い
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時点 項目 内容

10月28日

～31日
四中全会

開催が不透明であった、第19期中央

委員会第4回全体会議（四中全会）が
党内統治を議題にようやく開催

10月28日

～31日

英国EU離脱

関連

英国の欧州連合(EU）離脱期限(10月

末)を延期(1月末が有力)と、英国議
会の総選挙の是非を巡る採決予定

10月30日 米国GDP 7-9月期速報値、前期を下回る見込

10月29日

～30日
FOMC

(公表は日本時間31日)市場では利下

げが見込まれている。保険的な利下
げを継続するかが注目点

10月31日 ユーロ圏GDP 7-9月期速報値、前期を下回る見込

11月1日 米雇用統計 米国景気動向を占う試金石


